
1．基本情報および一年間の測定結果

２．浄化槽の概要図と法定検査時の設定状況

３．法定検査時の槽内状況

流入 放流

１次処理は１室構造（ピークカット機能） ④間欠定量移送装置　⑤循環バルブ
①汚泥貯留槽 ⑥担体流動室（撹拌強い）
②固液分離部 ⑦緩担体流動室（撹拌弱い）
③接触材充填部 ※撮影の為、消毒筒は取り外しています
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事例６２　移送水量を回復させた事による水質改善事例

処理方式 性能評価型　窒素除去型 作業予定月
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４．透視度低下の原因と保守点検への申し送り事項

⑧移送水量が減少した事で ⑨ピークカット機能低下により

   ２次処理に汚泥が多い

５．保守点検からの経過観察

 状況確認と指示とおり措置を行う

６．保守点検から清掃への申し送り事項

７．清掃時の留意点

① 適正量引抜き区分　○－／－☆　（／：２室無）

【ろ材の形状】　１次処理１室：無し（接触材：網様円筒状）

① 循環水量は１．４Ｌ/分で調整しています

② 移送水量は２．８Ｌ/分で調整しています

② 間欠定量移送装置の点検及び洗浄を行う

③ １次処理の底部は脱窒に必要な汚泥を残す為、仕切板（高さ１００ｍｍ）が設けてある

放流水透視度（度）

① 間欠定量移送装置の点検及び洗浄し、移送水量を基本設定に戻して下さい

② ２次処理のスカム及び堆積汚泥を移送して下さい

 間欠定量移送装置は正常に稼動し、移送水量に変動なし
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措置②　平成 ２６年 １１月 　７日　（法定検査から  １８日後）

 槽内水位はＬ．Ｗ．Ｌ．です

 沈殿槽の堆積汚泥厚は１１ｃｍまで減少し、１次処理へ移送

 透視度が回復しました
測定値  措置④　平成 ２６年 １２月 　４日　（法定検査から  ４５日後）

測定値 措置①　平成 ２６年 １０月 ２４日　（法定検査から　　４日後）
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測定値  措置③　平成 ２６年 １１月 １８日　（法定検査から  ２９日後）

 しました

 回復傾向がありますので次回まで様子を見ます
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④スライムの付着により

   移送水量が２．８Ｌ/分

   から１．０Ｌ/分に減少

   １次処理が高水位状態

間欠定量移送装置 １次処理　固液分離部
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